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『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
合
戦
譚
の
検
証

早
　

川
　

厚
　

一

一
　

『
保
元
物
語
』
の
合
戦
譚

　

『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、
保
元
の
乱
の
お
り
、
義
朝
や
清
盛
等
が
、
白
川
殿
へ

夜
討
を
か
け
た
合
戦
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

・ 

十
一
日
ノ
暁
、「
サ
ラ
バ
、
ト
ク
ヲ
イ
チ
ラ
シ
候
ヘ
」
ト
イ
ヽ
イ
ダ
サ
レ
タ
リ

ケ
ル
ニ
…
…
（
義
朝
は
）
安
芸
守
清
盛
ト
手
ヲ
ワ
カ
チ
テ
、
三
條
内
裏
（
早
川

注

：

高
松
殿
が
正
し
い
）
ヨ
リ
中
御
門
ヘ
ヨ
セ
参
リ
ケ
ル
。
コ
ノ
ホ
カ
ニ
ハ
源

頼
政
・
重
成
・
光
康
ナ
ド
候
ケ
リ
。
ホ
ド
ヤ
ハ
ア
ル
ベ
キ
、
ホ
ノ

ぐ
ニ
ヨ
セ

カ
ケ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
頼
賢
・
タ
メ
ト
モ
勢
ズ
ク
ナ
ニ
テ
、
ヒ
シ
ト
サ
ヽ
ヘ
タ
リ

ケ
ル
ニ
ハ
、
義
朝
ガ
一
ノ
ラ
ウ
ド
ウ
鎌
田
ノ
次
郎
マ
サ
キ
ヨ
ハ
、
タ
ビ

く
カ

ケ
カ
ヘ
サ
レ
ケ
レ
ド
モ
、
御
方
ノ
勢
ハ
カ
リ
ナ
ケ
レ
バ
、
ヲ
シ
マ
ハ
シ
テ
火
カ

ケ
テ
ケ
レ
バ
、
新
院
ハ
御
ナ
ヲ
シ
ニ
テ
御
馬
ニ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
御
馬
ノ
シ
リ

ニ
ハ
ム
マ
ノ
ス
ケ
ノ
ブ
ザ
ネ
ト
云
者
ノ
リ
テ
、
仁
和
寺
ノ
御
ム
ロ
ノ
宮
ヱ
ワ
タ

ラ
セ
給
ヒ
ケ
リ
（
旧
大
系
二
二
一
～
二
二
二
頁
）

　

『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、
清
盛
や
義
朝
等
に
勅
命
が
下
さ
れ
た
の
は
、
保
元
元

年
七
月
十
一
日
の
「
暁
」
の
時
で
あ
っ
た
。
小
林
賢
章

）
1
（

に
よ
れ
ば
、「
暁
」と
は
、

「
午
前
三
時
が
、
日
付
変
更
時
点
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
日
の
出
ま
で
」（
五
五
～

五
六
頁
）
の
時
間
帯
を
言
う
。
故
に
、
旧
暦
の
七
月
十
一
日
頃
の
「
暁
」
の
時
間

帯
は
、
午
前
三
時
か
ら
日
の
出
ま
で
の
二
時
間
強
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
勅
命

を
受
け
た
清
盛
や
義
朝
等
の
軍
兵
が
白
河
殿
に
寄
せ
掛
け
た
の
は
、『
愚
管
抄
』

に
よ
れ
ば
、「
ホ
ノ

ぐ
」
の
頃
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
兵
範
記
』
十
一
日
条
に
よ

れ
ば
、「
清
盛
朝
臣
、
義
朝
、
義
康
等
、
軍
兵
都
六
百
余
騎
発
二

向
白
河
一

」
し
た

の
は
、「
鶏
鳴
」（
増
補
史
料
大
成
2―

一
一
七
頁
）
の
時
と
い
う
。

　

先
ず
、『
兵
範
記
』
の
記
す
「
鶏
鳴
」
と
は
、
い
つ
の
時
間
帯
を
指
す
の
か
検

討
し
て
み
よ
う
。『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
、「
鶏
鳴
」
と
は
、「
②
一
番

鶏
が
鳴
く
こ
ろ
。
午
前
二
時
ご
ろ
。
丑
の
時
。
八
つ
時
。
③
よ
あ
け
。
あ
け
が
た
」

と
あ
り
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
、「
②
一
番
鶏
が
鳴
く
時
刻
。『
推
古
紀
』
の

十
九
年
五
月
五
日
の
条
に
、「（
薬
猟
）
鶏
鳴
時
を
取
り
て
藤
原
池
の
上
に
集
ふ
」

と
あ
り
、
岩
崎
文
庫
本
で
は
「
鶏
鳴
時
」
に
「
ア
カ
ツ
キ
」
と
付
訓
し
て
い
る
。

「
鷄
鳴
　

ケ
イ
メ
イ
〈
丑
八
つ
時
〉」〔
下
学
集
〕」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
辞
典
類
に

よ
れ
ば
、「
鶏
鳴
」
と
は
、
丑
の
時
か
ら
夜
明
け
方
ま
で
の
幅
広
い
時
間
帯
を
指

す
言
葉
ら
し
い
の
だ
が
、『
兵
範
記
』
に
見
る
「
鶏
鳴
」
の
頃
と
は
、次
に
引
く
『
中

右
記
』
や
『
玉
葉
』
の
用
例
に
よ
り
、
明
け
方
時
分
の
時
間
帯
を
指
す
と
解
し
て

良
か
ろ
う
。
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（
二

）

A 
鶏
鳴
之
後
出
二

宿
所
一

、
行
廿
余
町
許
過
二

篠
田
社
一

間
、
漢
天
已
明
、
行
路
纔

見
（『
中
右
記
』
天
仁
二
年
十
一
月
八
日
条
）

B
此
暁
鶏
鳴
之
後
地
大
震
（『
中
右
記
』
永
久
二
年
六
月
十
九
日
条
）

C
于
時
報
二

暁
鐘
及
鶏
鳴
一

（『
玉
葉
』
文
治
三
年
九
月
十
八
日
条
）

　

A
で
は
、
鶏
鳴
の
後
二
十
余
町
行
き
過
ぎ
た
所
で
夜
明
け
を
迎
え
た
と
す
る
。

夜
明
け
前
三
十
分
ほ
ど
前
の
時
間
帯
を
指
そ
う
。
B
の
「
暁
鶏
鳴
」
と
は
、
暁
の

一
部
の
時
間
帯
が
鶏
鳴
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
C
か
ら
は
、
明
け
方
に
近
い
時

間
帯
が
、
鶏
鳴
と
な
ろ
う
。

　

で
は
、
義
朝
等
が
白
河
殿
に
攻
め
寄
せ
た
と
さ
れ
る
『
愚
管
抄
』
が
記
す
「
ホ

ノ

ぐ
」
の
頃
と
は
、
い
つ
の
時
間
帯
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
国
語
大

辞
典
第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、「
ホ
ノ

ぐ
」
と
は
、「
夜
が
わ
ず
か
に
明
け
る
頃
。

早
暁
」、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
、「
夜
が
明
け
始
め
る
こ
ろ
」
の
意
と
す
る
。

　

以
上
か
ら
し
て
も
、「
鶏
鳴
」「
ホ
ノ

ぐ
」
の
い
ず
れ
も
、
夜
明
け
方
で
、

白
々
と
明
け
初
め
る
頃
の
時
間
帯
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、『
保
元
物
語
』
諸
本
は
合
戦
の
時
間
帯
を
い
つ
の
頃
の
こ
と
と
し
て
記

す
の
か
確
認
し
て
み
よ
う
。
以
下
見
る
よ
う
に
、
合
戦
を
先
ず
夜
軍
と
す
る
点
は

変
わ
ら
な
い
。

半
井
本
（
新
大
系
）

①
明
レ
バ
十
一
日
、
寅
ノ
剋
ヲ
ゾ
定
メ
タ
ル
（
三
九
頁
）

② 

保
元
元
年
七
月
十
一
日
寅
剋
ニ
、
新
院
ノ
御
所
ニ
ハ
、「
敵
寄
タ
リ
」
ト
聞
ケ

レ
バ
（
四
四
頁
）

③ 

何
ト
モ
無
寄
ス
ル
程
ニ
、
暗
マ
ギ
レ
ニ
不
祥
ニ
テ
コ
ソ
此
門
ヘ
ハ
寄
当
リ
タ
ル

（
四
九
頁
）

④ 

八
郎
ノ
矢
ナ

）
2
（

ラ
ン
、
カ
ヤ
ウ
ニ
冑
武
者
二
人
ヲ
バ
通
ラ
ン
ゾ
。
矢
続
ガ
早
フ

テ
、
暗
サ
ハ
暗
シ
、
二
ヲ
一
ト
コ
ソ
見
タ
ル
ラ
メ
（
五
〇
頁
）

　

合
戦
は
寅
の
刻
と
定
め
ら
れ
（
①
）、
そ
の
時
刻
に
天
皇
方
は
新
院
御
所
に
攻

め
寄
せ
た
と
す
る
（
②
）。
③
は
、為
朝
の
陣
に
寄
せ
た
清
盛
が
怖
じ
気
づ
い
て
、

他
の
陣
へ
引
き
下
が
る
に
際
し
て
の
弁
明
。
特
に
ど
の
陣
と
言
う
こ
と
な
く
寄
せ

た
と
こ
ろ
、
暗
さ
に
紛
れ
て
運
悪
く
為
朝
が
守
る
門
に
寄
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ

の
意
。
④
か
ら
も
、
清
盛
と
そ
の
郎
等
が
寄
せ
た
一
連
の
合
戦
は
、
暗
が
り
の
中

で
の
合
戦
と
す
る
の
で
あ
ろ
う

）
3
（

。

金
刀
比
羅
本
（
旧
大
系
）

⑤ 

比
は
七
月
十
日
の
夜
な
り
け
れ
ば
、
月
は
夜
半
に
入
は
て
ゝ
、
暁
闇
の
空
な
る

に
、
賀
茂
河
原
に
霧
下
て
、
京
白
河
も
み
え
ず
、
東
西
の
こ
と
も
し
ら
ね
共
、

敵
の
篝
を
し
る
べ
に
て
、
思
ひ

く
に
う
つ
ほ
ど
に
、
大
炊
御
門
西
の
河
原

に
う
ち
出
た
り
（
九
五
頁
）

⑥
只
暗
ま
ぎ
れ
に
よ
り
あ
た
り
た
る
に
て
こ
そ
あ
れ
（
一
〇
〇
頁
）

⑦
抑
今
日
十
一
日
、
寅
剋
也
（
一
〇
八
頁
）

⑧ 

詞
共
の
た
ゝ
か
ひ
す
と
て
、
立
す
か
し
た
る
内
甲
、
夜
の
あ
く
る
に
随
て
、

白
々
と
み
ゆ
れ
ば
（
一
〇
九
頁
）

　

⑤
に
よ
れ
ば
、
清
盛
・
義
朝
等
は
、
日
付
の
変
わ
る
（
寅
の
刻
に
変
わ
る
）
前

日
十
日
の
夜
に
出
立
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
月
は
沈
み
真
っ
暗
闇
の
中
で
の
進

軍
で
あ
っ
た
と
す
る
。
⑥
は
先
の
③
に
同
じ
。
⑦
は
、
為
朝
と
戦
い
這
々
の
体
で

逃
げ
帰
っ
て
き
た
政
清
に
、
義
朝
が
、「
八
郎
に
お
ゐ
て
は
義
朝
一
あ
て
あ
て
む
。

い
か
計
の
こ
と
か
有
べ
き
」（
一
〇
八
頁
）
と
、
手
綱
を
控
え
て
言
っ
た
言
葉
。

と
す
れ
ば
、
為
朝
と
政
清
と
の
戦
い
は
寅
の
刻
前
の
こ
と
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
暗

が
り
の
中
で
の
戦
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
⑧
の
為
朝
と
義
朝
と
の
戦
闘
場
面

で
は
、
夜
が
あ
け
る
頃
で
、
義
朝
の
顔
が
「
白
々
」
と
見
え
た
と
す
る
。
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（
三

）

流
布
本
（
旧
大
系
）

⑨
十
一
日
の
寅
刻
に
、
官
軍
既
に
御
所
へ
を
し
よ
す
（
三
五
九
頁
）

⑩ 
夜
中
な
れ
ば
誰
と
は
し
ら
ず
、
矢
面
に
進
だ
る
者
二
騎
射
お
と
さ
れ
ぬ

（
三
六
一
頁
）

⑪ 

「
さ
も
い
は
れ
た
り
。
今
は
程
な
く
夜
も
明
な
ん
ず
。
然
ば
小
勢
に
大
勢
が
懸

立
ら
れ
ん
も
み
ぐ
る
し
か
り
な
ん
。」
と
て
引
退
く
所
に
（
三
六
二
頁
）

⑫ 

夜
明
て
後
に
傍
輩
の
、
八
郎
の
、
い
で
矢
目
見
ん
と
い
は
ん
に
は
、
何
と
か
其

時
答
べ
き
（
三
六
三
頁
）

⑬ 

さ
る
程
に
夜
も
や
う

く
明
行
に
、
主
も
な
き
は
な
れ
馬
、
源
氏
の
陣
へ
懸
入

た
り
（
三
六
三
頁
）

　

⑨
は
②
に
同
じ
。
⑩
の
西
の
河
原
で
の
合
戦
で
は
、
夜
中
の
合
戦
の
た
め
人
の

姿
も
誰
と
は
見
定
め
が
た
い
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
為
朝
が
守
護
す
る
西
門
か

ら
北
門
へ
清
盛
軍
が
退
却
す
る
時
に
は
、
⑪
「
今
は
程
な
く
夜
も
明
な
ん
ず
」
と

い
う
頃
で
あ
っ
た
し
、
続
く
為
朝
に
打
ち
落
と
さ
れ
た
山
田
小
三
郎
が
乗
っ
て
い

た
主
も
い
な
い
馬
が
、
源
氏
の
陣
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
の
は
夜
も
明
け
行
く
頃
で

あ
っ
た
（
⑫
）。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、『
保
元
物
語
』
の
い
ず
れ
の
諸
本
で
も
、
寅
の
刻
以
前
か

ら
夜
明
け
頃
に
か
け
て
の
合
戦
譚
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
を

図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。「
半
」
は
、
半
井
本
を
、「
金
」
は
金
刀
比
羅
本

を
、「
流
」
は
流
布
本
を
指
す
。

　

寅
の
刻
以
前
　
　

金
⑤
、
金
⑥

　

寅
の
刻
　
　
　
　

半
①
、
半
②
、
金
⑦
、
流
⑨

　

寅
の
刻
以
後
　
　

半
③
、
半
④
、
流
⑩

　

夜
明
け
前
　
　
　

流
⑪
、
流
⑫

　

夜
明
け
　
　
　
　

金
⑧
、
流
⑬

　

と
す
れ
ば
、
半
井
本
や
金
刀
比
羅
本
で
、
自
分
を
め
が
け
て
矢
を
射
掛
け
よ
う

と
す
る
山
田
小
三
郎
を
見
て
、
為
朝
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
と
す
る
の
も
、
そ

の
合
戦
が
暗
闇
に
近
い
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑭ 

如
何
セ
ン
ズ
ル
。
定
テ
キ
ヤ
ツ
ラ
ハ
引
マ
ウ
ケ
テ
ハ
待
ラ
ン
ナ
。
為
朝
程
ノ
者

ヲ
取
テ
懸
ハ
、
手
本
ノ
覚
ル
者
ニ
テ
、
音
ニ
付
テ
、
内
甲
ヲ
ネ
ラ
ウ
ラ
ン
。
一

ノ
矢
ハ
、
ア
ヤ
ツ
ニ
射
セ
ツ
ト
覚
ル
。
二
ノ
矢
ヲ
射
セ
デ
、
キ
ヤ
ツ
ヲ
射
バ
ヤ

ト
思
（
半
井
本
五
二
～
五
三
頁
）

⑮ 

是
ほ
ど
さ
か
は
ぬ
奴
な
れ
ば
、
弓
を
引
ま
う
け
て
、
声
に
付
て
内
甲
を
ぞ
ね
ら

う
ら
む
。
あ
ひ
引
し
め
て
す
き
ま
を
射
ら
れ
て
鳴
呼
が
ま
し
。
一
の
矢
を
射
さ

せ
て
試
み
ん
と
て
、
暫
た
め
ら
ひ
け
る
所
に
（
金
刀
比
羅
本
一
〇
四
頁
）

　

傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
山
田
小
三
郎
は
為
朝
を
一
撃
で
倒
す
た
め
に
、
内
甲

を
狙
う
に
違
い
な
い
と
為
朝
は
考
え
た
と
す
る
。
そ
の
際
、な
ぜ
「
音
ニ
付
テ
（
声

に
付
て
）」
と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
暗
闇
の
た
め
為
朝
の
顔
を
目
視
で
き
な
い

た
め
、声
を
手
掛
か
り
に
内
甲
を
狙
う
に
違
い
な
い
と
為
朝
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

に
対
し
て
、
流
布
本
が
、
そ
う
し
た
記
事
を
記
さ
な
い
の
は
、
⑪
⑫
⑬
に
見
る
よ

う
に
、
清
盛
軍
退
却
時
に
は
、
間
も
な
く
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
い
た
し
（
⑪
）、

為
朝
に
射
落
と
さ
れ
今
は
主
（
山
田
小
三
郎
）
も
な
き
は
な
れ
馬
が
、
源
氏
の
陣

に
駆
け
入
っ
た
時
は
「
夜
も
や
う

く
明
行
」
時
で
あ
っ
た
と
す
る
よ
う
に
、
為

朝
と
山
田
小
三
郎
と
の
一
騎
討
ち
は
、
夜
明
け
前
に
行
わ
れ
た
と
い
う
設
定
の
た

め
、
内
甲
の
位
置
を
声
で
確
認
す
る
必
要
が
な
い
た
め
だ
ろ
う

）
4
（

。

　

以
上
の
検
証
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
保
元
物
語
』
は
、
合
戦
が
寅
の
刻

か
ら
夜
明
け
方
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
し
、
例
え
ば
為
朝
と
山
田
小
三
郎
と
の
一

騎
討
ち
も
、
半
井
本
や
金
刀
比
羅
本
で
は
、
暗
闇
の
中
で
の
こ
と
と
し
、
内
甲
も

― 88 ―



『保元物語』『平治物語』合戦譚の検証

（
四

）

確
認
し
え
な
い
程
の
こ
と
と
す
る
が
、
実
際
の
合
戦
は
夜
明
け
方
に
近
い
頃
に
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
甲
も
確
認
し
得
な
い
夜
陰
の
中
で
の
一
騎
討
ち
と
い

う
趣
向
は
、『
保
元
物
語
』
の
為
朝
と
山
田
小
三
郎
と
の
一
騎
討
ち
譚
独
自
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
為
朝
と
伊
藤
五
郎
・
六
郎
と
の

合
戦
譚
で
は
、
③
の
記
事
で
「
暗
マ
ギ
レ
ニ
」
と
は
す
る
も
の
の
、
夜
陰
の
中
で

の
合
戦
と
い
う
趣
向
は
特
に
見
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
冒
頭
に
引
い
た
『
愚
管
抄
』
の
記
事
「
義
朝
ガ
一
ノ
ラ
ウ
ド
ウ
鎌
田

ノ
次
郎
マ
サ
キ
ヨ
ハ
、
タ
ビ

く
カ
ケ
カ
ヘ
サ
レ
ケ
レ
ド
モ
、
御
方
ノ
勢
ハ
カ
リ

ナ
ケ
レ
バ
、ヲ
シ
マ
ハ
シ
テ
火
カ
ケ
テ
ケ
レ
バ
」
に
よ
れ
ば
、鎌
田
次
郎
政
清
は
、

為
朝
の
陣
を
何
度
も
馬
を
駆
け
、
攻
め
返
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
味
方
の
多
勢

を
頼
ん
で
、
御
所
を
取
り
囲
ん
で
火
を
掛
け
た
と
す
る
。
そ
の
点
、『
保
元
物
語
』

で
は
、
為
朝
の
左
の
顔
先
を
政
清
の
矢
は
射
削
っ
た
も
の
の
、
手
取
り
に
せ
よ
と

の
為
朝
の
言
葉
に
恐
れ
お
の
の
き
、
這
々
の
体
で
、
政
清
は
、
主
人
義
朝
の
も
と

に
逃
げ
帰
っ
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、『
保
元
物
語
』
に
見
る
よ
う
な
、

そ
の
後
の
為
朝
と
兄
義
朝
と
の
一
騎
討
ち
の
場
面
は
、
想
定
し
が
た
い
よ
う
に
も

読
め
る
。

　

ま
た
、『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・ 

左
衛
門
尉
平
基
盛
、
於
二

東
山
法
住
寺
辺
一

、
追
二

捕
源
親
治
男
一

、
件
男
頼
治

孫
、
親
弘
男
也
、
大
和
国
有
勢
者
竊
住
レ

京
、
為
レ

被
レ

尋
二

由
緒
一

也
、
左
府

雖
レ

籠
二

居
宇
縣
一

、
召
二

件
親
治
一

被
レ

住
レ

京
、
尤
有
レ

疑
云
々

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
左
衛
門
尉
基
盛
が
、
東
山
の
法
住
寺
の
辺
り
で
、
源
親
治
を

追
捕
し
た
と
い
う
。
そ
の
親
治
は
、
大
和
国
の
「
有
勢
」
の
者
が
、
京
に
竊
か
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
怪
し
ま
れ
追
捕
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
元
木
泰
雄
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、「
予
防
拘
禁
」
で
あ
り
、
頼
長
一
派
に
対
す
る
挑
発
と
考
え
ら
れ

よ
う

）
5
（

。
こ
の
点
、『
保
元
物
語
』
で
は
七
月
六
日
の
こ
と
と
す
る
点
は
同
じ
だ
が
、

大
和
国
か
ら
上
る
宇
野
七
郎
親
治
一
行
と
、
宇
治
路
を
堅
め
に
向
か
う
平
基
盛
一

行
と
が
、
法
性
寺
の
辺
り
で
遭
遇
し
合
戦
に
及
ん
だ
と
す
る
。
物
語
で
は
、
よ
り

劇
的
な
場
面
構
成
と
な
る
よ
う
に
描
き
直
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
　

平
治
の
乱
の
待
賢
門
合
戦
の
検
証

　

『
平
治
物
語
』
に
記
さ
れ
る
待
賢
門
の
合
戦
場
面
を
詳
細
に
検
討
し
た
の
が
谷

）
6
（

口
耕
一
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
刀
比
羅
本
で
、
義
平
と
重
盛
と
が
、
右
近
の
橘
、

左
近
の
桜
、
そ
し
て
大
庭
の
椋
の
木
を
中
に
立
て
て
戦
っ
た
と
い
う
合
戦
描
写

は
、
大
庭
が
「
北
を
春
華
門
・
建
礼
門
・
修
明
門
、
南
を
陰
陽
寮
・
中
務
省
、
東

を
西
雅
院
、
西
を
大
極
殿
で
囲
ま
れ
た
一
区
画
」（
五
頁
）
で
あ
る
よ
う
に
、
全

く
あ
り
得
な
い
絵
空
事
の
合
戦
を
描
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
一
類
本

『
平
治
物
語
』
の
待
賢
門
合
戦
を
検
証
し
た
谷
口
は
、
郁
芳
門
と
待
賢
門
で
何
ら

か
の
合
戦
が
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
一
類
本
『
平
治
物
語
』
の
待
賢
門
合
戦
の

細
部
の
描
写
が
史
実
に
則
っ
た
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
。
例
え
ば
、
待
賢
門
の
造
作
を
考
え
る
と
、
待
賢
門
の
東
西
に
は
三
段
の
階
段

が
あ
り
、
門
前
に
は
、
幅
二
・
四
メ
ー
ト
ル
程
の
空
濠
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
、

橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
故
に
重
盛
率
い
る
五
百
余
騎
が
一
団
と
な
っ
て
、「
ば
つ

と
」
あ
る
い
は
「
さ
ッ
と
」
待
賢
門
を
行
き
来
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
し
か

し
、
信
頼
方
は
、
空
濠
の
上
に
架
け
ら
れ
た
橋
を
落
と
し
も
せ
ず
、
三
間
あ
る
門

扉
の
内
の
二
間
を
閉
じ
る
こ
と
も
せ
ず
、
重
盛
が
率
い
る
五
百
余
騎
に
易
々
と
門

を
突
破
さ
れ
、
大
庭
の
椋
の
木
の
も
と
ま
で
攻
め
込
ま
れ
た
と
描
く
の
は
な
ぜ
か

と
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
谷
口
は
、
物
語
が
、
信
頼
の
臆
病
と
、
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（
五

）

重
盛
の
勇
武
を
強
調
し
て
描
く
た
め
の
虚
構
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
以

上
か
ら
し
て
も
、『
平
治
物
語
』
が
記
す
重
盛
の
大
内
裏
内
へ
の
進
攻
そ
の
も
の

は
虚
構
の
疑
い
が
強
く
、
そ
の
合
戦
描
写
は
机
上
の
創
作
と
見
て
よ
い
と
指
摘
す

る
。

　

確
か
に
重
盛
の
大
内
裏
内
へ
の
進
攻
記
事
は
物
語
の
虚
構
で
あ
る
可
能
性
は
大

き
い
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
郁
芳
門
や
待
賢
門
で
は
ど
の
よ
う
な
合
戦
が
実
際
に
は

繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
合
戦
の
詳
細
を
記
す
一
次
資
料

は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
次
の
よ
う
な
、
後
世
の
編
纂
資
料
が
見
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
。

・ 

遣
二

官
軍
於
大
内
一

。
追
二

討
信
頼
卿
已
下
輩
一

。
官
軍
分
散
。
信
頼
兵
乗
レ

勝

襲
来
。
合
二

戦
于
六
条
河
原
一

。
信
頼
義
朝
等
敗
北
。
信
頼
至
二

于
仁
和
寺
一

。

…
…
（『
百
練
抄
』
平
治
元
年
十
二
月
二
十
六
日
条
）

・ 

廿
六
日
。
遣
二

官
軍
於
大
内
一

追
二

討
信
頼
卿
已
下
一

。
官
軍
分
散
。
信
頼
已
下

襲
二

来
六
条
河
原
一

合
戦
。
不
レ

幾
敗
走
（『
帝
王
編
年
記
』
平
治
元
年
十
二
月

二
十
六
日
条
）

・ 

同
二
十
六
日
、
於
二

大
内
裡
一

合
戦
。
信
頼
義
朝
等
追
落
了
。（『
一
代
要
記
』

平
治
元
年
十
二
月
二
十
六
日
条
）

　

大
内
裏
で
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
記
す
の
は
、『
一
代
要
記
』
の
み
で

あ
る
。
但
し
、
そ
の
合
戦
で
信
頼
・
義
朝
等
は
敗
退
し
た
か
の
よ
う
に
読
め
て
し

ま
う
。『
百
練
抄
』『
帝
王
編
年
記
』
は
、
記
事
の
前
半
が
一
字
一
句
ま
で
重
な
る

点
注
意
さ
れ
る
が
、
両
記
事
に
よ
れ
ば
、
官
軍
の
平
家
軍
を
大
内
裏
に
遣
わ
し
、

信
頼
等
を
追
討
し
た
と
こ
ろ
、
官
軍
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
退
散
し
た
た
め
、
信

頼
等
は
勝
ち
に
乗
じ
て
襲
撃
し
、
六
条
河
原
で
合
戦
に
至
っ
た
が
、
信
頼
・
義
朝

等
は
（
間
も
な
く
）
敗
北
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
果
た
し
て
、
大
内
裏

に
向
か
っ
た
官
軍
を
ば
ら
ば
ら
に
し
退
散
さ
せ
て
し
ま
う
程
の
合
戦
が
ど
の
地
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
合
戦
は
『
平
治
物
語
』
が
記
す
よ
う
に
、
待
賢
門
・
郁
芳
門

前
で
の
攻
防
戦
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
記
載
は

『
平
治
物
語
』等
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ（『
百
練
抄
』の
成
立
は
、十
三
世
紀
末
、

『
帝
王
編
年
記
』
の
成
立
は
十
四
世
紀
末
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）、
歴
史
的
事
実
を

両
史
料
が
、
ど
の
程
度
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
の
点
、
次
に
引
く
『
愚
管
抄
』
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

・ 

カ
ヽ
リ
ケ
ル
程
ニ
内
裏
ニ
ハ
信
頼
・
義
朝
・
師
仲
、
南
殿
ニ
テ
ア
ブ
ノ
目
ヌ
ケ

タ
ル
如
ク
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
。
後
ニ
師
仲
中
納
言
申
ケ
ル
ハ
、
義
朝
ハ
其
時
、
信

頼
ヲ
、「
日
本
第
一
ノ
不
覚
人
ナ
リ
ケ
ル
人
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
、
カ
ヽ
ル
事
ヲ
シ
出

ツ
ル
」
ト
申
ケ
ル
ヲ
バ
、
少
シ
モ
物
モ
ヱ
イ
ハ
ザ
リ
ケ
リ
。
紫
宸
殿
ノ
大
床
ニ

立
テ
ヨ
ロ
ヒ
ト
リ
テ
キ
ケ
ル
時
、
ダ
イ
ト
ケ
イ
ノ
唐
櫃
ノ
小
鈎か

ぎ

ヲ
守
刀
ニ
付
タ

リ
ケ
ル
ヲ
、
師
仲
ハ
内
侍
所
ノ
御
體
ヲ
フ
ト
コ
ロ
ニ
入
テ
持
タ
リ
ケ
ル
、「
タ

ベ
、ソ
ノ
鈎
コ
レ
ニ
グ
シ
マ
イ
ラ
セ
テ
モ
タ
ン
。
ソ
ノ
刀
ニ
ツ
ケ
テ
無
益
ナ
リ
」

ト
云
ケ
レ
バ
、「
誠
ニ
」
ト
テ
ナ
ゲ
オ
コ
セ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
取
テ
、「
イ
ヅ
チ
モ

御
身
ヲ
ハ
ナ
レ
申
マ
ジ
キ
ゾ
」
ト
テ
、
ア
イ
ズ
リ
ノ
直
垂
ヲ
ゾ
着
タ
リ
ケ
ル
。

ヤ
ガ
テ
義
朝
ハ
甲
ノ
緒
ヲ
シ
メ
テ
打
出
ケ
ル
。
馬
ノ
シ
リ
ニ
ウ
チ
グ
シ
テ
ア

リ
ケ
レ
ド
、
京
ノ
小
路
ニ
入
ニ
ケ
ル
上
ハ
、
散
々
ニ
ウ
チ
ワ
カ
レ
ニ
ケ
リ
。
サ

テ
六
波
羅
ヨ
リ
ハ
ヤ
ガ
テ
内
裏
ヘ
ヨ
セ
ケ
リ
。
義
朝
ハ
又
、「
イ
カ
サ
マ
ニ
モ

六
波
羅
ニ
テ
尸
ヲ
サ
ラ
サ
ン
。
一
ア
テ
シ
テ
コ
ソ
」
ト
テ
ヨ
セ
ケ
リ
。
平
氏
ガ

方
ニ
ハ
左
衞
門
佐
重
盛
〈
清
盛
嫡
男
〉・
三
河
守
頼
盛
〈
清
盛
舎
弟
〉、
コ
ノ
二

人
コ
ソ
大
将
軍
ノ
誠
ニ
タ
ヽ
カ
イ
ハ
シ
タ
リ
ケ
ル
ハ
ア
リ
ケ
レ
。（『
愚
管
抄
』

二
三
四
～
二
三
五
頁
）
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二
条
天
皇
は
六
波
羅
に
、
幽
閉
し
て
い
た
後
白
河
院
も
逃
走
し
た
こ
と
を
知
っ

た
信
頼
・
義
朝
・
師
仲
等
は
、
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
す
る
。
義
朝

は
、「
日
本
第
一
ノ
不
覚
人
」
の
信
頼
に
加
担
し
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら
悔
や
み
、

師
仲
は
、
信
頼
が
鎧
を
着
用
し
よ
う
と
し
て
、
大
刀
契
の
唐
櫃
の
鍵
を
自
分
の
守

り
刀
に
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
を
見
つ
け
、
そ
ん
な
刀
に
付
け
て
も
何
の
役
に

も
立
た
な
い
か
ら
と
言
う
と
、
信
頼
が
投
げ
て
よ
こ
し
た
と
い
う
逸
話
が
紹
介
さ

れ
た
後
、「
ヤ
ガ
テ
義
朝
ハ
甲
ノ
緒
ヲ
シ
メ
テ
打
出
ケ
ル
」
と
す
る
。
そ
ん
な
師

仲
と
信
頼
と
の
や
り
取
り
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
義
朝
は
す
ぐ
に
冑
の
緒
を
締
め

て
内
裏
か
ら
出
て
行
っ
た
と
す
る
の
だ
が
、
問
題
は
、
そ
の
後
に
続
く
棒
線
部
で

あ
る
。

・ 

馬
ノ
シ
リ
ニ
ウ
チ
グ
シ
テ
ア
リ
ケ
レ
ド
、
京
ノ
小
路
ニ
入
ニ
ケ
ル
上
ハ
、
散
々

ニ
ウ
チ
ワ
カ
レ
ニ
ケ
リ
。

　

義
朝
の
馬
の
後
に
従
っ
た
も
の
の
、
京
の
小
路
に
入
っ
た
時
に
は
離
れ
ば
な
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
系
本
『
愚
管
抄
』
の
頭
注
で

は
、「
郎
等
は
義
朝
の
馬
の
あ
と
に
つ
い
た
」（
二
三
四
頁
）
と
解
す
る
。
ま
た
、

大
）
7
（

隅
和
雄
も
、「
郎
等
は
義
朝
の
馬
の
あ
と
に
続
い
た
が
、
京
の
小
路
に
入
っ
て

か
ら
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
二
二
八
頁
）
と
解
す
る
が
、
そ
う

で
は
な
か
ろ
う
。
郎
等
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
義
朝
が
、
こ
の
後
、

六
波
羅
か
ら
内
裏
に
攻
め
寄
せ
て
き
た
重
盛
や
頼
盛
等
と
優
勢
に
戦
え
る
わ
け
が

な
か
ろ
う
。
こ
こ
は
、
内
裏
に
置
き
去
り
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
信
頼
や
師
仲
等
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
引
く
河

）
8
（

内
祥
輔
の
解
釈
が
当
た
っ
て
い
よ
う

・ 

義
朝
は
討
死
を
覚
悟
し
（「
尸
を
さ
ら
さ
ん
」）、
合
戦
へ
と
出
陣
す
る
。
信
頼

と
師
仲
は
義
朝
に
引
き
ず
ら
れ
、
義
朝
の
後
に
つ
い
て
内
裏
を
出
た
が
、
京
の

街
路
に
出
た
と
こ
ろ
で
義
朝
の
軍
勢
か
ら
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
逃
げ
た
の
で

あ
っ
た
。（
一
五
二
～
一
五
三
頁
）

　

続
い
て
問
題
は
、
棒
線
部
に
続
く
波
線
部
の
解
釈
で
あ
る
。

・ 

サ
テ
六
波
羅
ヨ
リ
ハ
ヤ
ガ
テ
内
裏
ヘ
ヨ
セ
ケ
リ
。
義
朝
ハ
又
、「
イ
カ
サ
マ
ニ

モ
六
波
羅
ニ
テ
尸
ヲ
サ
ラ
サ
ン
。
一
ア
テ
シ
テ
コ
ソ
」
ト
テ
ヨ
セ
ケ
リ
。

　

義
朝
等
が
内
裏
を
出
た
時
、
六
波
羅
か
ら
は
、
重
盛
と
頼
盛
と
が
大
将
軍
と
な

り
、
内
裏
に
寄
せ
た
と
い
う
。
一
方
、
義
朝
も
ま
た
、
な
ん
と
か
し
て
六
波
羅
で

一
合
戦
し
て
死
に
た
い
と
の
思
い
を
持
っ
て
寄
せ
た
と
い
う
。
内
裏
を
出
た
義
朝

等
と
大
内
裏
に
寄
せ
た
六
波
羅
勢
が
遭
遇
し
た
地
は
ど
こ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
例

え
ば
、
大
系
本
『
愚
管
抄
』
の
補
注
五―

六
二
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

・ 

義
朝
が
武
装
し
郎
等
を
伴
っ
て
出
陣
し
た
の
は
六
波
羅
攻
撃
の
た
め
と
思
わ
れ

る
が
、
平
家
側
の
大
内
裏
攻
撃
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、

こ
の
「
馬
ノ
シ
リ
ニ
」
以
下
「
ウ
チ
ワ
カ
レ
ニ
ケ
リ
」
の
文
章
は
錯
簡
か
、
そ

れ
と
も
著
者
慈
円
の
事
実
誤
認
か
も
し
れ
な
い
。（
四
七
九
頁
）

　

し
か
し
、
文
章
の
錯
簡
で
も
な
く
、
著
者
慈
円
の
事
実
誤
認
で
も
な
か
ろ
う
。

む
し
ろ
、「
平
家
側
の
大
内
裏
攻
撃
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と

す
る
認
識
が
誤
り
で
、
平
家
側
の
大
内
裏
攻
撃
よ
り
前
に
、
義
朝
・
信
頼
・
師
仲

等
は
、
大
内
裏
を
後
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
ら
は
も
は
や
、
大
内
裏
に

籠
も
り
、
官
軍
の
攻
撃
を
待
つ
理
由
な
ど
な
か
っ
た
。
主
上
や
院
と
い
う
後
楯
を

失
っ
た
信
頼
・
義
朝
軍
に
と
っ
て
、
大
内
裏
に
籠
も
っ
て
戦
っ
た
と
し
て
も
、
全

く
勝
ち
目
の
な
い
戦
い
で
あ
っ
た
。主
上
や
院
が
い
て
こ
そ
の
籠
城
戦
で
あ
ろ
う
。

義
朝
に
は
、
こ
の
時
一
か
八
か
、
六
波
羅
に
突
撃
し
、
活
路
を
開
き
、
戦
況
に
よ
っ

て
は
、東
国
に
落
ち
、捲
土
重
来
を
期
す
よ
り
方
法
が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
信
頼
に
戦
意
は
な
か
っ
た
。
義
朝
に
続
い
た
信
頼
や
師
仲
等
が
、
間
も
な

く
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
の
も
そ
う
し
た
事
情
に
よ
ろ
う
。
信
頼
に
は
、
後
白
河
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（
七

）

院
の
御
所
三
条
殿
を
焼
討
に
し
た
上
、
後
白
河
院
を
一
品
御
書
所
に
幽
閉
し
院
政

を
否
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
こ
こ
に
至
っ
て
は
後
白
河
院
と
の
関
係
修
復

の
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、『
愚
管
抄
』
で
、
師
仲

が
内
侍
所
を
持
ち
出
し
、
大
刀
契
の
唐
櫃
の
鍵
を
信
頼
か
ら
取
り
上
げ
た
こ
と
を

特
記
す
る
の
も
、
元
木
泰
雄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
終
戦
後
、
神
器
と
交
換
に
己

の
命
の
安
全
を
手
に
入
れ
よ
う
と
の
計
算
が
働
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る

）
9
（

。
実

際
の
合
戦
は
、
い
ち
早
く
大
内
裏
を
飛
び
出
し
た
義
朝
軍
等
が
、
官
軍
を
蹴
散
ら

し
、
六
条
河
原
（
主
戦
場
は
、
ま
さ
に
六
条
河
原
で
あ
っ
た
の
だ
。『
平
治
物
語
』

の
記
す
、
六
波
羅
合
戦
に
相
当
し
よ
う
）
に
ま
で
攻
め
込
ん
だ
と
い
う
の
が
実
情

で
は
な
い
の
か
。『
平
治
物
語
』
が
記
す
重
盛
の
大
内
裏
内
へ
の
進
攻
そ
の
も
の

が
虚
構
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
待
賢
門
合
戦
そ
の
も
の
も
ほ
と
ん
ど
実
体
の
な
い
合

戦
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
主
戦
場
は
、
あ
く
ま
で
も
六
条
河
原
で
あ
っ
た

の
だ
。
そ
の
点
、
こ
の
『
愚
管
抄
』
記
事
を
、
次
の
よ
う
に
読
み
取
る
元
木
泰
雄

の
見
解
は
私
に
も
心
強
い

）
10
（

。

・ 『
愚
管
抄
』
に
よ
る
と
、
義
朝
は
す
ぐ
に
京
の
町
中
に
駆
け
込
み
、
小
路
で
郎

等
と
も
散
り
散
り
に
な
っ
た
と
あ
り
、
門
で
平
氏
側
と
交
戦
し
た
か
否
か
は
疑

問
で
あ
る
。
義
朝
に
し
て
み
れ
ば
、
天
皇
不
在
で
も
ぬ
け
の
殻
と
な
っ
た
内
裏

に
固
執
す
る
意
味
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
六
波
羅
に
迫
っ
た
と
す
る
『
愚
管
抄
』

の
記
述
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
待
賢
門
な
ど
で
華
々
し

い
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
す
る
『
平
治
物
語
』
の
記
述
に
は
、
作
為
が
窺

わ
れ
る
。（
二
〇
六
頁
）

三
　

『
平
治
物
語
』
諸
本
に
見
る
「
待
賢
門
の
軍
の
事
」
に
つ
い
て

　

以
下
本
章
で
は
、『
平
治
物
語
』
一
類
本
と
金
刀
比
羅
本
と
の
「
待
賢
門
の
軍

の
事
」
が
ど
の
よ
う
な
合
戦
と
し
て
描
か
れ
よ
う
と
し
た
か
、
具
体
的
に
検
証
し

て
み
よ
う
。

　

一
類
本
に
よ
れ
ば
、
合
戦
を
前
に
し
て
六
波
羅
で
は
公
卿
僉
議
が
あ
り
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
と
い
う
。

A 
王
事
、
も
ろ
き
事
な
け
れ
ば
、
逆
臣
誅
伐
、
時
刻
を
や
め
ぐ
ら
す
べ
き
。
適
新

造
の
皇
居
、
回
禄
あ
ら
ば
、
朝
家
の
御
大
事
な
る
べ
し
。
そ
の
期
に
の
ぞ
み

て
、
官
軍
、
い
つ
は
り
て
し
り
ぞ
か
ば
、
凶
徒
、
さ
だ
め
て
す
ゝ
み
出
ん
ず
ら

ん
。
そ
の
時
、
官
軍
い
り
か
は
り
て
、
大
裏
を
守
護
し
、
火
災
の
難
を
止
て
、

朝
敵
を
中
途
に
た
ば
か
り
出
、
誅
戮
す
べ
き
（
一
八
四
頁
）

　

逆
臣
誅
伐
は
容
易
だ
が
、
新
造
の
皇
居
に
も
し
火
が
掛
か
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
朝
家
の
大
事
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
偽
っ
て
退
却
す
れ
ば
、
凶
徒
は
き
っ

と
内
裏
か
ら
進
攻
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
隙
に
官
軍
が
内
裏
に
入
り
守
護
す
れ

ば
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
勅
定
を
受
け
、
六
波
羅
か
ら
は
重

盛
・
頼
盛
等
が
大
将
軍
と
な
り
、
大
宮
面
に
押
し
寄
せ
た
と
す
る
。
そ
の
様
子

は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

・ 

軍
は
巳
の
刻
の
半
よ
り
矢
合
せ
し
て
、
た
が
ひ
に
し
り
ぞ
く
か
た
な
く
、
一
時

計
ぞ
た
ゝ
か
ひ
け
る
。（
一
八
七
頁
）

　

先
の
勅
定
の
趣
は
忘
れ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
、
両
軍
は
互
い
に
退
く
こ
と
な

く
、
一
時
ほ
ど
戦
い
は
続
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
待
賢
門
を
破
っ
た
重
盛
率
い
る

五
百
余
騎
は
、
大
庭
の
樗
の
木
の
も
と
ま
で
攻
め
寄
せ
る
が
、
わ
ず
か
十
七
騎
率

い
る
悪
源
太
義
平
に
よ
り
、
大
宮
面
に
再
び
追
い
出
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
退
却
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（
八

）

は
、
義
平
の
攻
勢
に
よ
り
追
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
偽
り
の
退
却
で
は

な
か
っ
た
。

・ 
悪
源
太
は
一
人
当
千
の
こ
れ
ら
を
あ
い
ぐ
し
て
、
馬
の
鼻
を
な
ら
べ
て
さ
ん
ぐ

に
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
重
盛
の
勢
五
百
余
騎
、
は
つ
か
の
勢
に
か
け
立
ら
れ
て
、

大
宮
面
へ
ば
つ
と
引
て
ぞ
出
た
り
け
る
。（
一
八
八
頁
）

　

し
か
し
、
重
盛
も
「
偽
り
の
退
却
」
を
と
の
勅
定
を
忘
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
し
て
、
次
に
見
る
よ
う
な
お
か
し
な
弁
明
を
行
っ
て
、
再
度
大
内
裏
の
中
に

駆
け
入
っ
て
い
る
。

B 
い
つ
は
り
て
引
き
し
り
ぞ
く
べ
き
よ
し
の
宣
下
を
承
ッ
た
る
身
な
れ
ど
も
、
合

戦
は
又
、
時
宜
に
よ
る
也
。
は
つ
か
の
小
勢
に
う
ち
ま
け
て
ひ
き
し
り
ぞ
く

事
、
身
に
あ
た
り
て
面
目
を
う
し
な
へ
り
。
い
ま
一
駆
け
懸
て
、
そ
の
後
こ
そ

勅
定
の
お
も
む
き
に
ま
か
せ
め
（
一
八
九
頁
）

　

そ
し
て
、
新
手
の
五
百
騎
を
率
い
て
重
盛
は
待
賢
門
を
破
り
大
内
裏
の
中
に
駆

け
入
っ
た
も
の
の
、
再
び
義
平
に
よ
り
、
大
宮
大
路
へ
追
い
出
さ
れ
て
い
る
。
今

度
も
、
偽
り
の
退
却
で
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
大
内
裏
内
で
の
合
戦
は
行
わ
れ
た

と
す
る
が
、
待
賢
門
前
で
の
合
戦
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
郁
芳
門
前
で
は
、
左
馬
頭
義
朝
と
三
河
守
頼
盛
と
が
対
峙
し
て
い
た

が
、
義
朝
勢
九
騎
が
頼
盛
勢
千
騎
の
中
に
攻
め
懸
か
り
、
さ
ら
に
義
朝
が
二
百
余

騎
の
勢
を
具
し
て
駆
け
だ
し
た
と
こ
ろ
、

・ 

三
河
守
の
大
勢
、
馬
の
足
を
も
た
め
ず
、
三
手
に
な
り
て
ぞ
引
た
り
け
る
。

（
一
九
〇
頁
）

と
記
す
。
結
局
郁
芳
門
前
で
も
実
質
的
な
合
戦
は
行
わ
れ
ず
、
頼
盛
勢
も
退
却
し

た
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
頼
盛
の
退
却
も
、
偽
り
の
退
却
の
よ
う
に
は
描
か
れ

て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
続
い
て
、
次
の
記
事
が
記
さ
れ
る
。

C 
大
内
は
、
元
来
、
究
竟
の
城
郭
な
れ
ば
、
火
を
か
け
ざ
ら
ん
外
は
た
や
す
く
攻

め
お
ち
が
た
か
り
し
か
ば
、
敵
を
た
ば
か
り
出
さ
ん
が
た
め
に
、
官
軍
、
六
波

羅
へ
む
か
ひ
て
ひ
き
し
り
ぞ
く
処
に
（
一
九
〇
頁
）

　

A
で
は
、
火
災
の
難
を
憂
え
て
の
偽
り
の
退
却
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
C
で
は
、

大
内
は
難
攻
不
落
の
城
郭
故
、
火
を
掛
け
な
け
れ
ば
落
と
し
が
た
い
た
め
、
偽

り
の
退
却
で
敵
を
誘
き
出
そ
う
と
し
た
と
す
る
。
A
と
C
を
整
合
的
に
読
も
う
と

す
れ
ば
、
A
の
場
合
も
、
官
軍
方
が
敵
を
落
と
す
た
め
に
火
を
掛
け
な
く
て
も
す

む
よ
う
に
、
偽
り
の
退
却
を
し
て
敵
を
誘
き
出
そ
う
と
し
た
と
読
む
こ
と
に
な

る
が
、
A
を
ど
の
よ
う
に
読
む
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
大
内
裏
内
で
の
合
戦
譚

は
、
必
ず
し
も
大
内
が
、「
究
竟
の
城
郭
」
と
は
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
も

の
で
し
か
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
義
平
に
よ
り
重
盛
は
大
宮
面
に
追
い
出
さ
れ

て
い
る
が
、
待
賢
門
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
官
軍
の
侵
入
を
許
し
、
大
庭
ま
で
攻

め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
類
本
本
文
内
で
は
、
A
と
C
、
そ

れ
に
そ
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
待
賢
門
の
合
戦
譚
と
は
、
有
機
的
な
形
で
連
接
し
て

は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
こ
れ
以
下
の
本
文
の
展
開
に
お
い
て
も
言
い
う
る
。
続
く
重

盛
の
合
戦
譚
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

D 
重
盛
は
、し
ば
ら
く
合
戦
し
て
、敵
を
た
ば
か
り
出
し
引
し
り
ぞ
く
。
悪
源
太
、

勝
に
の
り
て
追
つ
か
け
け
れ
ば
、
重
盛
の
馬
の
草
わ
き
・
太
腹
を
篦
深
に
射
さ

せ
、
馬
し
き
り
に
は
ね
け
れ
ば
、
堀
川
の
材
木
の
上
、
下
立
ッ
た
り
。（
一
九
一

頁
）

　

こ
こ
で
も
、
重
盛
は
、
偽
り
の
退
却
を
し
た
と
記
す
。
確
か
に
、「
し
ば
ら
く

合
戦
し
て
、
敵
を
た
ば
か
り
出
し
引
し
り
ぞ
く
」
ま
で
は
そ
の
よ
う
に
読
め
る
。
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（
九

）

し
か
し
、
そ
の
後
は
、
義
平
の
攻
勢
に
堪
え
か
ね
て
、
重
盛
は
、
二
人
の
郎
等
与

三
左
衛
門
尉
と
進
藤
左
衛
門
尉
の
死
と
引
き
換
え
に
よ
っ
て
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ

出
し
た
の
で
あ
る
。

・ 

二
人
の
郎
等
が
討
死
し
け
る
あ
ひ
だ
に
ぞ
、
重
盛
、
は
る
か
に
の
び
に
け
る
。

（
一
九
二
頁
）

　

続
く
平
頼
盛
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

・ 

三
河
守
頼
盛
は
、
中
御
門
を
東
へ
ひ
き
け
る
を
、
鎌
田
が
下
部
、
腹
巻
に
熊
手

も
ち
た
る
が
、
よ
げ
な
る
敵
と
目
を
か
け
て
は
し
り
よ
り
、
甲
に
熊
手
な
げ
か

け
て
、
ゑ
ひ
声
を
あ
げ
て
ぞ
ひ
き
た
り
け
る
。
三
河
、
ち
ッ
と
も
傾
か
ず
、
鐙

ふ
ん
ば
り
つ
い
た
ち
あ
が
り
、
左
の
手
に
て
は
鞍
の
前
輪
を
か
ゝ
へ
、
右
の
手

に
て
は
抜
丸
と
云
太
刀
を
ぬ
き
、
熊
手
の
柄
を
ぞ
き
り
て
ン
げ
る
。
熊
手
ひ
き

け
る
男
は
、
の
け
に
ま
ろ
ぶ
。
三
河
守
は
、
つ
ッ
と
の
び
に
け
り
。
…
…
三
河

守
も
、
す
で
に
う
た
れ
ぬ
べ
く
見
え
け
る
に
（
一
九
二
～
一
九
三
頁
）

　

傍
線
部
に
も
見
る
よ
う
に
、
頼
盛
の
場
合
も
、
意
図
し
た
退
却
で
は
な
く
、「
す

で
に
う
た
れ
ぬ
べ
く
見
え
」
た
中
で
の
、
必
死
の
退
却
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の

後
、
頼
盛
の
郎
等
藤
内
太
郎
の
討
死
記
事
の
後
に
、

・ 

藤
内
太
郎
討
死
の
後
、
三
河
守
の
勢
も
、
た
ゞ
引
に
こ
そ
ひ
き
た
り
け
れ

（
一
九
四
頁
）

と
記
さ
れ
る
が
、
や
は
り
こ
こ
で
の
退
却
も
偽
り
の
退
却
と
い
う
よ
う
に
は
読
み

が
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
再
度
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

・ 

平
家
（
の
）
兵
、
返
合

く
、
所
々
に
て
討
死
し
け
る
あ
い
だ
に
、
左
衛
門
佐

も
三
河
守
も
、
六
波
羅
へ
こ
そ
つ
き
に
け
れ
。「
与
三
左
衛
門
・
進
藤
左
衛
門
、

二
人
の
侍
な
か
り
せ
ば
、
重
盛
い
か
で
か
身
を
全
せ
ん
。
抜
丸
な
か
り
せ
ば
、

頼
盛
、
命
延
が
た
し
。
二
人
の
郎
等
・
一
腰
の
太
刀
、
い
づ
れ
も
重
代
の
物
は
、

や
う
あ
り
け
る
ぞ
」
と
、
見
る
人
感
じ
申
け
る
。（
一
九
六
頁
）

　

重
盛
の
六
波
羅
へ
の
生
還
は
、
二
人
の
郎
等
の
討
死
が
あ
っ
て
可
能
と
な
っ
た

も
の
だ
し
、
頼
盛
の
場
合
も
、
抜
丸
あ
っ
て
こ
そ
の
生
還
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
六
波
羅
合
戦
に
続
く
記
事
で
は
、
そ
れ
ま
で
日
和
見
し
て
い
た
源
兵

庫
頭
頼
政
が
官
軍
方
に
つ
き
、
伊
藤
武
者
景
綱
・
筑
後
守
家
貞
等
新
手
の
五
百
余

騎
が
近
づ
く
の
を
見
た
義
朝
等
が
、
や
む
な
く
退
却
す
る
の
を
見
て
、
六
波
羅
の

官
兵
共
は
、
次
の
よ
う
に
義
朝
等
を
挑
発
し
た
と
す
る
。

E 
わ
れ
ら
内
裏
よ
り
引
退
し
心
は
、
只
今
、
思
ひ
し
れ
。
な
ど
返
し
あ
は
せ
ぬ
ぞ

（
二
〇
五
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
一
類
本
『
平
治
物
語
』
で
は
、
A
～
E
に
見
る
よ
う
に
、
官

軍
と
な
っ
た
平
家
は
、
信
頼
や
義
朝
等
の
軍
勢
を
内
裏
か
ら
追
い
出
す
た
め
に
、

偽
っ
て
退
却
し
た
所
、
彼
ら
は
ま
ん
ま
と
そ
の
策
略
に
引
っ
か
か
っ
た
と
す
る
記

事
を
五
箇
所
に
わ
た
っ
て
点
綴
す
る
。
し
か
し
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大

内
裏
内
で
の
合
戦
や
、
大
宮
面
か
ら
六
波
羅
に
退
却
す
る
際
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
重
盛
や
頼
盛
等
と
の
合
戦
話
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
A
～
E
の
本
文
と
有
機

的
に
連
接
し
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
き
た
。
そ
の
場
合
、「
待
賢
門
合
戦
」
と
は

い
っ
て
も
、
門
前
で
の
実
質
的
な
合
戦
は
描
か
れ
ず
、
実
際
は
、
大
内
裏
内
で
の

合
戦
と
、
大
宮
面
か
ら
六
波
羅
に
退
却
す
る
ま
で
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
合
戦
と
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
の
内
の
大
内
裏
内
で
の
合
戦
は
、
谷
口
が
指
摘
す
る
よ
う
に
虚

構
と
考
え
ら
れ
る
。
二
度
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
合
戦
は
、
い
ず
れ
も
重

盛
率
い
る
新
手
の
五
百
余
騎
を
相
手
に
、
義
平
が
僅
か
十
七
騎
で
大
宮
面
に
追
い

出
す
と
い
う
非
現
実
的
な
話
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
六
波
羅
へ
退
却
す
る
ま
で
の
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『保元物語』『平治物語』合戦譚の検証

（
一
〇

）

合
戦
譚
は
、そ
の
中
の
重
盛
の
合
戦
譚
が
次
に
引
く
『
愚
管
抄
』
に
載
る
よ
う
に
、

そ
の
多
く
は
事
実
に
基
づ
く
合
戦
話
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

・ 
平
氏
ガ
方
ニ
ハ
左
衞
門
佐
重
盛
〈
清
盛
嫡
男
〉・
三
河
守
頼
盛
〈
清
盛
舎
弟
〉、

コ
ノ
二
人
コ
ソ
大
将
軍
ノ
誠
ニ
タ
ヽ
カ
イ
ハ
シ
タ
リ
ケ
ル
ハ
ア
リ
ケ
レ
。
重
盛

ガ
馬
ヲ
イ
サ
セ
テ
、
堀
河
ノ
材
木
ノ
上
ニ
弓
杖
ツ
キ
テ
立
テ
、
ノ
リ
カ
ヘ
ニ
ノ

リ
ケ
ル
、
ユ
ヽ
シ
ク
見
ヘ
ケ
リ
。
鎧
ノ
上
ノ
矢
ド
モ
オ
リ
カ
ケ
テ
各
六
波
羅
ニ

参
レ
リ
ケ
ル
。（『
愚
管
抄
』
二
三
五
頁
）

　

次
に
金
刀
比
羅
本
を
見
て
み
よ
う
。
金
刀
比
羅
本
で
も
、
先
ず
六
波
羅
で
公
卿

僉
議
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
勅
命
が
下
さ
れ
た
と
い
う
。
先
の
一
類
本
で
見
た
A

に
近
似
す
る
記
事
で
あ
る
。

F 
皇
事
も
ろ
き
こ
と
な
け
れ
ば
、
逆
臣
ほ
ろ
び
ん
事
う
た
が
ひ
な
し
。
但
新
造
の

皇
居
、
よ
く
思
慮
あ
る
べ
き
か
。
廻
録
の
災
あ
ら
ば
、
朝
家
の
御
大
事
た
る
べ

し
。
官
軍
い
つ
は
り
て
引
退
ば
、
凶
徒
た
ち
ま
ち
に
す
ゝ
み
い
で
ん
か
。
其
時

官
軍
を
入
替
て
皇
居
を
守
護
せ
ば
、
火
災
あ
る
べ
か
ら
ず
。（
二
二
二
頁
）

　

新
造
の
内
裏
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
官
軍
が
偽
っ
て
退
却
す
れ
ば
凶
徒
は
そ

の
ま
ま
進
み
出
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
時
に
官
軍
が
入
れ
替
わ
っ
て
内
裏
を
守
護

す
れ
ば
火
災
の
心
配
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
勅
命
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
展
開
は
一

類
本
に
近
似
す
る
。
五
百
余
騎
率
い
る
重
盛
が
大
庭
の
椋
の
木
ま
で
攻
め
寄
せ
、

十
七
騎
の
義
平
勢
に
大
宮
面
ま
で
押
し
戻
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
同
じ
で
あ
る
。

但
し
先
の
一
類
本
で
は
、
B
に
見
る
よ
う
に
、
重
盛
は
、
僅
か
の
小
勢
に
押
し
返

さ
れ
た
こ
と
を
恥
じ
、「
い
ま
一
駆
け
懸
て
、
そ
の
後
こ
そ
勅
定
の
お
も
む
き
に

ま
か
せ
め
」
と
言
っ
て
、
再
度
大
内
裏
内
に
攻
め
か
け
た
と
す
る
。
そ
の
点
、
金

刀
比
羅
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

・ 

十
七
騎
に
か
け
立
ら
れ
て
、
五
百
余
騎
か
な
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、
大
宮
面
へ

ざ
と
引
。
左
衞
門
佐
重
盛
弓
杖
つ
ゐ
て
、
馬
の
い
き
を
つ
か
せ
給
ひ
し
か
ば
、

筑
後
守
家
貞
、「
曩
祖
平
将
軍
の
再
生
を
あ
ら
た
め
給
へ
る
君
か
な
。」
と
向
さ

ま
に
ほ
め
ら
れ
て
、
今
一
懸
し
て
家
貞
に
み
え
ん
と
や
思
ひ
け
ん
、
前
の
五
百

余
騎
を
と
ゞ
め
、
あ
ら
て
五
百
余
騎
を
あ
ひ
ぐ
し
て
、
又
大
庭
の
椋
の
下
ま
で

責
よ
せ
た
り
。（
二
二
六
頁
）

　

つ
ま
り
、
金
刀
比
羅
本
で
は
、
家
貞
の
言
に
見
る
よ
う
に
、
重
盛
は
攻
め
も
攻

め
た
り
、
ま
た
義
平
も
守
り
も
守
っ
た
り
と
、
両
者
を
称
揚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
類
本
に
見
た
よ
う
な
、
重
盛
に
辻
褄
の
合
わ
な
い
弁
解
を
さ
せ
て
再
度
攻
め
か

け
さ
せ
る
と
い
う
物
語
構
成
を
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
、
六
波
羅
め

が
け
て
逃
げ
る
重
盛
に
対
し
て
追
い
駆
け
る
義
平
と
い
う
構
図
は
一
類
本
に
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
類
本
の
場
合
は
、
義
平
の
攻
勢
に
堪
え
か
ね
て
、
重
盛
は
、

二
人
の
郎
等
与
三
左
衛
門
尉
と
進
藤
左
衛
門
尉
と
の
犠
牲
に
よ
っ
て
、
命
か
ら
が

ら
逃
げ
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
金
刀
比
羅
本
の
場
合
は
異
な
る
。

・ 

鎌
田
重
盛
に
よ
り
あ
ひ
く
ま
ん
と
し
け
る
が
、
主
を
う
た
せ
じ
と
思
ひ
、
新
藤

左
衞
門
に
よ
り
合
、
三
刀
さ
し
て
く
び
を
か
き
、
悪
源
太
を
助
け
り
。
此
ひ
ま

に
重
盛
は
力
お
よ
ば
ず
景
泰
が
馬
に
う
ち
の
り
、
六
波
羅
へ
お
ち
の
び
ら
る
。

二
人
の
さ
ぶ
ら
ひ
な
く
は
重
盛
も
助
か
り
が
た
し
。
鎌
田
兵
衞
な
く
は
悪
源
太

も
あ
や
う
く
ぞ
み
え
ら
れ
け
る
。（
二
二
八
～
二
二
九
頁
）

　

重
盛
の
場
合
は
、
与
三
と
新
藤
の
命
を
賭
し
て
の
働
き
に
よ
り
助
か
り
、
義
平

の
場
合
も
鎌
田
の
働
き
に
よ
り
、
共
に
命
を
救
わ
れ
た
と
す
る
。
一
類
本
の
場
合

は
、偽
り
の
退
却
と
は
言
い
な
が
ら
も
、一
方
的
な
退
却
と
し
て
し
か
読
め
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
金
刀
比
羅
本
の
場
合
は
、
双
方
奮
戦
の
中
で
の
重
盛
の
意
図
的

な
退
却
と
し
て
も
読
め
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、続
く
頼
盛
の
合
戦
譚
に
つ
い
て
も
言
い
う
る
。
一
類
本
で
は
、
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（
一
一

）

頼
盛
は
、「
す
で
に
う
た
れ
ぬ
べ
く
見
え
」（
一
九
三
頁
）
た
の
だ
が
、
抜
丸
の
お

か
げ
で
命
拾
い
を
し
た
。「
抜
丸
な
か
り
せ
ば
、頼
盛
、命
延
が
た
し
」（
一
九
六
頁
）

と
記
す
と
お
り
で
あ
る
。
同
様
の
場
面
を
、
金
刀
比
羅
本
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

・ 

三
河
守
す
で
に
引
落
さ
れ
ぬ
べ
う
お
は
し
け
る
が
、
拔
丸
を
も
つ
て
し
と
ゝ
う

た
れ
け
れ
ば
、
熊
手
の
柄
を
て
も
と
よ
り
二
尺
ば
か
り
を
き
て
、
つ
と
き
り
、

熊
手
を
き
ら
れ
て
、八
町
二
郎
の
け
に
倒
亭
、三
こ
ろ
び
ば
か
り
こ
ろ
び
け
る
。

京
童
部
是
を
み
て
、「
あ
ッ
ぱ
れ
太
刀
。
三
河
守
も
よ
つ
き
り
給
け
り
。
八
町

二
郎
も
よ
つ
ぴ
き
た
り
。」
と
ぞ
咲
け
る
。
甲
に
熊
手
を
き
り
つ
け
な
が
ら
、

取
て
も
す
て
ず
、
見
も
か
へ
さ
ず
、
三
条
を
東
へ
、
高
倉
を
下
に
、
五
条
を
東

へ
、
六
波
羅
ま
で
か
ら
め
て
落
ら
れ
け
れ
ば
、
中
々
優
に
ぞ
み
え
ら
れ
け
る
。

（
二
三
〇
頁
）

　

傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
太
刀
ば
か
り
で
な
く
、
熊
手
を
切
っ
た
頼
盛
も
、
熊

手
を
打
ち
か
け
引
っ
張
っ
た
八
町
二
郎
も
と
も
に
、
や
り
も
や
っ
た
り
と
称
讃
さ

れ
る
。
や
は
り
、
頼
盛
の
場
合
も
、
一
方
的
な
退
却
で
は
な
く
、
敵
を
誘
い
出
す

た
め
の
退
却
で
あ
っ
た
と
も
読
め
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

六
波
羅
に
引
き
返
し
た
場
面
で
は
、
待
賢
門
合
戦
は
、
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ

る
。

G 
公
卿
僉
議
に
し
た
が
つ
て
、
平
家
み
な
六
波
羅
へ
引
か
へ
せ
ば
、
源
氏
大
内
う

ち
す
て
小
路

く
に
を
ひ
か
け
、
こ
ゝ
か
し
こ
に
て
責
戦
。
官
軍
大
内
へ
入

替
て
門
々
を
防
が
せ
け
れ
ば
、
源
氏
内
裏
へ
い
り
か
ね
て
、
六
波
羅
へ
ぞ
よ
せ

に
け
る
。（
二
三
二
頁
）

　

か
ね
て
の
手
は
ず
ど
お
り
、
義
朝
等
を
大
内
裏
か
ら
誘
い
出
し
た
後
、
平
家
は

内
裏
へ
入
っ
て
門
を
閉
じ
た
た
め
、
源
氏
は
戻
る
こ
と
も
で
き
ず
、
六
波
羅
へ
寄

せ
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
金
刀
比
羅
本
で
は
、
F
と
G
の
記
事
は
呼
応
し
、
そ

の
間
に
挿
ま
れ
た
重
盛
や
頼
盛
の
合
戦
譚
は
、
そ
れ
ら
の
記
事
と
そ
れ
ぞ
れ
有
機

的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
に
対
し
て
、
一
類
本
に
は
、
G
に
該

当
す
る
記
事
は
な
く
、
義
朝
等
が
外
に
出
た
後
の
内
裏
が
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、
A
の
記
事
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

四
　

ま
と
め

　

以
上
本
論
で
考
え
た
こ
と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一 

　

為
朝
と
山
田
小
三
郎
と
の
一
騎
討
ち
を
、『
保
元
物
語
』
の
半
井
本
や
金
刀

比
羅
本
で
は
、
暗
闇
の
中
で
の
こ
と
と
し
、
内
甲
も
確
認
し
え
な
い
程
の
暗
さ

の
中
で
の
合
戦
と
す
る
が
、
実
際
の
合
戦
は
夜
明
け
方
に
近
い
頃
に
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
内
甲
も
確
認
し
得
な
い
夜
陰
の
中
で
の
一
騎
討
ち
と
い
う
趣

向
は
、『
保
元
物
語
』
の
為
朝
と
山
田
小
三
郎
と
の
一
騎
討
ち
譚
独
自
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

二 

　

『
愚
管
抄
』
の
記
事
を
対
照
さ
せ
て
読
め
ば
、『
保
元
物
語
』
諸
本
の
記
す
為

朝
と
政
清
や
、
為
朝
と
義
朝
と
の
合
戦
譚
に
は
、
か
な
り
の
虚
構
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
平
基
盛
等
と
崇
徳
院
方
に
向
か
う
宇

野
七
郎
親
治
等
と
の
合
戦
譚
に
も
、
虚
構
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、『
兵

範
記
』
保
元
元
年
七
月
六
日
条
に
よ
り
判
明
す
る
。

三 
　

谷
口
耕
一
に
よ
れ
ば
、『
平
治
物
語
』
が
記
す
大
内
裏
内
で
の
重
盛
と
義
平

と
の
攻
防
戦
は
虚
構
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
、『
愚
管
抄
』
に
よ
れ
ば
、
待

賢
門
合
戦
そ
の
も
の
が
、
虚
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
実
際
の

合
戦
は
、
い
ち
早
く
大
内
裏
を
飛
び
出
し
た
義
朝
軍
等
が
、
六
波
羅
を
出
て
大

内
裏
に
向
か
っ
て
い
た
官
軍
を
蹴
散
ら
し
、
六
条
河
原
に
ま
で
攻
め
込
ん
だ
と
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い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
か
。

四 
　

一
類
本
『
平
治
物
語
』
で
は
、
官
軍
と
な
っ
た
平
家
は
、
義
朝
や
信
頼
等
の

軍
勢
を
内
裏
か
ら
追
い
出
す
た
め
に
、
偽
っ
て
退
却
し
た
所
、
彼
ら
は
ま
ん
ま

と
そ
の
策
略
に
引
っ
か
か
っ
た
と
す
る
記
事
を
五
箇
所
に
わ
た
っ
て
点
綴
す

る
。
し
か
し
、
大
内
裏
内
で
の
合
戦
や
、
大
宮
面
か
ら
六
波
羅
に
退
却
す
る
際

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
重
盛
や
頼
盛
等
と
の
合
戦
譚
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
本

文
と
有
機
的
に
連
接
し
て
い
な
い
こ
と
を
見
た
。
に
対
し
て
、
金
刀
比
羅
本
で

は
、
官
軍
の
平
家
は
、
か
ね
て
の
手
は
ず
ど
お
り
、
義
朝
等
を
大
内
裏
か
ら
誘

い
出
す
た
め
重
盛
や
頼
盛
は
偽
り
の
退
却
を
繰
り
返
し
た
と
記
す
。
そ
れ
ら
の

合
戦
譚
は
、
一
類
本
に
見
る
よ
う
な
敵
方
の
攻
勢
に
よ
る
重
盛
や
頼
盛
方
の
一

方
的
な
退
却
か
の
よ
う
に
読
め
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
敵
も
味
方
も
攻
防
を

繰
り
返
す
中
で
の
官
軍
方
の
意
図
的
な
退
却
と
し
て
読
め
る
余
地
の
あ
る
記

事
構
成
を
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

注（
1
）
小
林
賢
章
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究
　

平
安
人び

と

の
時
間
』（
和
泉
書
院
二
〇
〇
三
・
2
）

（
2
）
底
本
「
ナ
ラ
ン
カ
ヤ
ウ
」
の
「
カ
ヤ
ウ
」
の
横
に
「
カ
ヤ
ウ
ニ
」
と
傍
記
。
新
大
系
は
、

文
保
本「
イ
カ
テ
八
郎
ノ
矢
ナ
ラ
ン
カ
ラ
ニ
、
冑
武
者
二
人
ヲ
ハ
ト
ヲ
ラ
ン
ソ
」に
よ
り
、

「
八
郎
ノ
矢
ナ
ラ
ン
カ
ラ
ニ
冑
武
者
二
人
ヲ
バ
通
ラ
ン
ゾ
」
と
訂
す
。「
八
郎
の
矢
な
の

で
あ
ろ
う
、（
だ
か
ら
）
こ
の
よ
う
に
鎧
武
者
二
人
を
射
通
し
た
の
だ
ろ
う
。
き
っ
と
矢

番
い
が
早
く
、
ま
し
て
や
暗
紛
れ
で
、
二
本
の
矢
を
一
本
の
矢
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
」

の
意
と
解
し
た
。

（
3
）
文
保
本
は
、
中
巻
の
み
の
零
本
の
た
め
、
上
巻
に
位
置
す
る
①
の
記
事
は
欠
く
が
、
他

の
②
③
④
は
い
ず
れ
も
あ
り
。
な
お
、
文
保
本
本
文
は
、
伝
承
文
学
資
料
集
第
八
輯
『
鎌

倉
本
保
元
物
語
』（
三
弥
井
書
店
一
九
七
四
・
12
）
に
よ
る
。

（
4
）
な
お
、
物
語
の
中
で
も
、「
安
芸
守
ノ
中
ニ
ハ
、
弓
矢
取
ニ
ハ
許
サ
レ
タ
ル
男
也
。
強

弓
精
兵
ノ
者
也
」「
申
所
、
矯
餝
虚
誕
ニ
ハ
無
リ
ケ
リ
」（
半
井
本
五
一
頁
）
と
記
さ
れ
、

為
朝
に
も
「
為
朝
程
ノ
者
ヲ
取
テ
懸
ハ
、
手
本
ノ
覚
ル
者
」（
同
前
五
二
頁
）
と
言
わ
せ

た
山
田
小
三
郎
の
射
た
矢
は
、
半
井
本
で
は
、「
弓
手
ノ
草
摺
、
ヌ
ヰ
様
ニ
シ
タ
ヽ
カ
ニ

コ
ソ
通
タ
ル
」（
五
三
頁
）
と
記
さ
れ
、
文
保
本
で
は
、
鎧
の
左
脇
に
該
当
す
る
「
ク
ケ

イ
ノ
板
ヌ
イ
サ
マ
ニ
コ
ソ
ト
ヲ
リ
タ
レ
」（
一
〇
二
頁
。
な
お
、
半
井
本
と
同
じ
「
弓
手

ノ
草
摺
ヌ
イ
サ
マ
ニ
コ
ソ
ト
ヲ
リ
タ
レ
」
の
傍
記
あ
り
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
為
朝

の
内
甲
の
近
く
に
当
た
っ
て
い
な
い
。
に
対
し
て
、
京
図
本
や
金
刀
比
羅
本
で
は
、
山

田
小
三
郎
の
射
た
矢
は
、
首
の
真
横
を
守
る
た
め
の
「
し
や
う
じ
の
板
を
縫
さ
ま
に
し

た
ゝ
か
に
」（
金
刀
比
羅
本
一
〇
四
頁
）
当
た
り
、「
今
少
あ
が
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
頸

の
骨
何
か
は
あ
ら
ま
し
。
あ
ぶ
な
か
り
し
事
ぞ
か
し
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
山
田

小
三
郎
像
に
は
、
そ
の
前
に
記
さ
れ
る
伊
藤
景
綱
、
五
郎
・
六
郎
兄
弟
達
と
の
対
比
も

意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
京
図
本
で
は
、
伊
藤
五
の
放
っ
た
言
葉
は

「
へ
い
し
の
ら
う
ど
う
の
は
な
つ
や
は
、
げ
ん
じ
の
御
身
に
た
つ
か
た
ゝ
ざ
る
か
」
と
勇

ま
し
い
も
の
の
、
放
た
れ
た
矢
は
、「
ま
こ
と
に
伊
勢
国
に
て
矢
は
い
た
り
け
ん
、
日
向

ざ
ま
へ
そ
れ
て
行
」（
三
八
頁
）
と
、
為
朝
に
当
た
る
ど
こ
ろ
か
、
伊
勢
の
祭
神
が
天
照

大
神
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
か
、
太
陽
め
が
け
て
飛
ん
で
い
っ
た
と
記
す
よ
う
に
、
山
田

小
三
郎
の
場
合
と
は
対
称
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
金
刀
比
羅
本
で
も
同
様
で
、
伊
藤
達
は
、

一
矢
を
射
る
こ
と
も
な
く
、
先
に
為
朝
に
射
抜
か
れ
て
い
る
。
こ
の
為
朝
対
伊
藤
兄
弟

の
合
戦
譚
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
半
井
本
・
文
保
本
で
は
、
伊
藤
景
綱
の
射
た
矢
は
、

「
御
曹
司
ノ
ネ
リ
ツ
バ
ノ
太
刀
ノ
股
寄
」（
半
井
本
四
八
頁
）
に
当
た
っ
た
と
、
他
諸
本

に
比
べ
て
最
も
好
意
的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
次
に
続
く
記
事
で
あ
る
。

「
五
十
余
騎
ガ
矢
前
ヲ
調
ヘ
テ
放
ツ
矢
ハ
、
一
モ
敵
ニ
立
ザ
リ
ケ
リ
」（
四
十
八
頁
）。
す

な
わ
ち
、
こ
の
話
の
冒
頭
に
、「
去
程
ニ
、
清
盛
、
三
条
ヲ
川
原
ヘ
打
出
デ
、
ス
ヂ
カ
ヘ

ニ
東
川
原
ヘ
打
渡
テ
、
堤
ヲ
上
リ
ニ
寄
セ
ケ
ル
ニ
、
伊
藤
武
者
景
綱
、
五
十
騎
計
ノ
勢

ニ
テ
、
先
陣
ニ
勧
テ
申
ケ
ル
ハ
」（
四
六
頁
）
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
見
為
朝
と
伊
藤
親

子
と
の
一
騎
討
ち
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
話
は
、
実
は
集
団
戦
の
中
で
の
一
齣
の
話
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と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
騎
討
ち
か
の
よ
う
に
読
め
る
金
刀
比

羅
本
に
も
、「
伊
藤
武
者
景
綱
、
三
十
騎
計
を
相
具
て
門
近
く
す
ゝ
み
よ
り
て
」（
九
九

頁
）
と
あ
り
、
流
布
本
に
も
、「
安
芸
守
は
、
二
条
河
原
の
川
よ
り
東
、
堤
の
西
に
、
北

へ
向
て
ひ
か
へ
た
り
。
そ
の
勢
の
中
よ
り
、
五
十
騎
計
先
陣
に
す
ゝ
ん
で
推
よ
せ
た
り
」

（
三
六
一
）
と
し
て
、
次
に
伊
藤
親
子
の
名
乗
り
を
記
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
続
く
山
田
小
三
郎
と
為
朝
と
の
一
騎
討
ち
の
話
は
特
異
な
例
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
集
団
戦
の
中
で
の
一
騎
討
ち
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

（
5
）
元
木
泰
雄
『
保
元
・
平
治
の
乱
を
読
み
な
お
す
』
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
四
・

12
。
八
六
頁
。

（
6
）
谷
口
耕
一
「
平
治
物
語
の
虚
構
と
物
語―

「
待
賢
門
の
軍
の
事
」
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て

―

」
語
文
論
叢
二
十
二
、一
九
九
四
・
11
。

（
7
）
中
公
バ
ッ
ク
ス
　

日
本
の
名
著
9
『
慈
円
　

北
畠
親
房
』
中
央
公
論
社
一
九
八
三
・

9
。

（
8
）
河
内
祥
輔
『
保
元
の
乱
・
平
治
の
乱
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
・
6
。

（
9
）
元
木
泰
雄
『
保
元
・
平
治
の
乱
を
読
み
な
お
す
』
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
四
・

12
。

（
10
）
研
究
会
当
日
の
私
の
発
表
に
対
し
て
（
二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た

三
六
〇
回
例
会
「
企
画
　

平
治
物
語
研
究
の
検
証
と
展
開―

日
下
力
著
『
平
治
物
語
の

成
立
と
展
開
』
を
繙
く―

」
に
お
け
る
私
の
発
表
「『
平
治
物
語
』
成
立
論
の
検
証―

待

賢
門
の
軍
の
事
・
光
頼
卿
参
内
の
事―

）、
会
場
か
ら
い
く
つ
か
の
批
判
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
時
の
様
子
を
伝
え
る
、
当
日
の
司
会
を
務
め
た
久
保
勇
に
、
次
の
よ
う
な
ま
と
め

が
あ
る
（『
軍
記
と
語
り
物
』
四
一
、二
〇
〇
五
・
3
）。

・ 

早
川
氏
の
提
示
し
た
前
者
の
問
題
（
早
川
注

：

「
待
賢
門
の
軍
の
事
」
の
「
虚
構
」

の
程
度
を
見
直
す
問
題
提
起
）
で
は
、
大
内
裏
の
荒
廃
が
進
ん
だ
一
二
三
〇
～
四
〇

年
代
に
発
揮
さ
れ
た
平
治
作
者
の
想
像
力
と
い
う
日
下
論
に
対
し
、
待
賢
門
合
戦
全

体
を
虚
構
化
す
る
、
よ
り
拡
大
し
た
枠
組
み
に
お
い
て
捉
え
直
す
必
要
性
を
主
張
し

て
い
る
。
た
だ
、
早
川
氏
が
提
示
し
た
『
百
錬
抄
』『
愚
管
抄
』
等
か
ら
、
や
は
り
六

波
羅
合
戦
以
前
の
両
軍
衝
突
の
事
実
を
認
め
る
べ
き
史
料
解
釈
も
会
場
か
ら
発
せ
ら

れ
て
い
る
（
櫻
井
陽
子
氏
・
佐
伯
真
一
氏
・
鈴
木
彰
氏
）。

　

本
論
は
、
注
（
10
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
軍
記
と
語
り
物
研
究
会
三
六
〇
回
例
会
で
発
表
し
た
も
の
に
よ
っ
て
い
る

が
、
今
回
原
稿
化
す
る
に
あ
た
り
、
第
一
章
を
新
た
に
付
け
加
え
た
。
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